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【 要 旨 】  

 

１．本研究は昨年度、厚生労働省からの委託を受けてスタートした「ミレニアム・プロジ

ェクト」の一環であり、研究目的として、「高齢者の社会参画を阻害している要件を明ら

かにし、年齢の枠にとらわれず、能力を十分に発揮しえる仕組みを検討することが喫緊

の課題」との認識に立ち、「新たな高齢者の活躍の場」を、「必ずしも雇用という形には

とらわれないで、社会や地域と関わりをもち、貢献するためのステージとなる組織等」

と広く捉え、①「新たな高齢者の活躍の場」のあるべき姿、と、②これの形成に資する

ための施策の方向性、を探ることを掲げている。 
 
２．２年間にわたる研究の締めくくりである今年度は、前年度中間報告において提示した

「高齢者の社会参画を促進するための基本的考え方」すなわち「実践性および団体の自

主性の重視」、「教育機会・交流機会の拡大」、「施策認知の深化・拡大」、を基本方針とし

つつ、「新たな高齢者の活躍の場」のモデルとして「コミュニティ・プラットフォーム」

という仕組みを設定、これに関連する調査の実施や事業の試行を通じて、そのあり方と

形成に向けた諸課題および施策の方向性を検討することとした。 
 

３．本研究が言う「コミュニティ・プラットフォーム」とは、「高齢者が地域において、多

世代が交わりながら、経済的価値のみならず社会的価値という側面からの利益をも地域

社会にもたらすステージ」である。「コミュニティ・プラットフォーム」では、「地域に

根ざした個人や団体の活動をネットワークし、あらゆる人に対する、これまで体験した

ことのない活動へのチャレンジが支援」され、また「地域内外に開かれた多世代の交流

活動を多彩に組織し運営」できる。ここでは、文化事業、新事業創出、組織形成、教育

研究などが展開される。なお「コミュニティ・プラットフォーム」は、従来の地域振興

策に見られがちであった「官主導」や「ハード（＝施設）志向」から脱却し、「民（ＮＰ

Ｏ）主導」、「ソフト（＝実際の活動）志向」という形で形成するのが適切である。 

 

４．「コミュニティ・プラットフォーム」形成に向けての課題としては、以下の４点が挙げ

られる。 

【課題１：運営主体の形成】 

コミュニティ・プラットフォーム「運営主体」形成は、「すでに活動の基盤ができている」

団体を「発見」し、ここに支援を実施していくことにより効果的に推進できるものである。

ただ、実際には相応しい能力主体が存在しているとは限らない。こうした場合、行政は「民

間が自立して走る」ことができるような支援を実施していくよう、十分な配慮をしながら

適切な支援をすることが必要である。なお、現在、各地域を見渡すと、今回本研究が定義



 ii 

した「コミュニティ・プラットフォーム」に近い機能を持つ団体等がすでに一定の成果を

上げている場合が少なくないが、それら既存の主体の弱い機能を補い、ネットワークして

いなかった主体の間に、高齢者の社会参画を促進するのに有効なあらゆる連携を結び、新

しい協働活動を創出する必要もある。 

【課題２：既存活動の連携・開放】 

近接・既存団体等による実績を無視してむやみに「コミュニティ・プラットフォーム」

を新たに形成することは避けねばならない。また、現在多種多様に展開されている、地域

活動のうち少なからぬものが「活動の財源」、「活動の背景にある制度」、「活動の対象者」

等の「しばり（例えば、「○○市在住の方のための活動です」、「○○歳以上の方を対象とし

た活動です」等）」から、排他性を抱えている側面があることも否定しきれない。これら多

種多様な地域活動が連携・同調することにより、活動企画が「ユニバーサル・デザイン化」

されれば高齢者を含め、全ての参加者への新たな機会提供が可能となる。 

【課題３：資源の効果的活用】 

コミュニティ・プラットフォームの運営主体には、資金、人材、情報、場所、などの資

源が必要となるが、これらの社会的資源の多くは現状「在庫」として使われないまま、十

分に活用されていない状況にある。さまざまな活動をつなぐネットワークを通じて、運営

主体が資源の有効な調達を図れる基盤をつくり、これを新しい活動企画に投入できる環境

を創出する必要がある。 

【課題４：既存施策の弾力的運用】 

高齢者が、その施策の主たるターゲットでなくても、高齢者の活動支援に活用すること

を許容するように、施策の目的や対象、適用の程度などを再編集し、全ての個人がいずれ

そのカテゴリーに組み入れられる「高齢者」の社会参画の機会を「完全に」、「自由に」、「公

平に」確保するために、有効な施策はすべて適用しうるものとする。 

 

５．上記を踏まえ、具体的施策を考える際の基本的な方向性と、それに関連する施策例を

整理すると以下のようになる。 

【施策の方向性１：民間を活かす（高齢者主導）】～「運営主体の形成」、「既存活動の連携・

開放」、「資源の効果的活用」に向けて 
《施策例》 

○行政の「未利用施設」等の利用方針立案や管理運営をＮＰＯに任せる 

○地域の高齢者やＮＰＯが主体となって「地域プランづくり（自分たちの地域にとって

の「価値」の確認作業）」を行い、行政はこれを踏まえて事業を進める 

○「コミュニティ・プラットフォーム形成事業」を企画オープンコンペで「運営主体」

に相応しい民間（ＮＰＯ）に委託する 
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【施策の方向性２：地域資源を活かす（評価する）】～「運営主体の形成」、「既存活動の連

携・開放」、「資源の効果的活用」に向けて 
《施策例》 

○行政職員が「地域資源」の確認作業を実施し、これをＨＰ等を通じて広く公開する 

○行政ＨＰ等の「開放」により、「高齢者自己ＰＲ」、「地域のために活動してきた団体等

ＰＲ」の機会をつくる 

○上記２点を踏まえ、行政として「団体等の評価作業」を行う。これに先立って「格付

け」の基準も明らかにしておく 

【施策の方向性３：連携を形成する（縦割りを排する）】～「運営主体の形成」、「既存活動

の連携・開放」、「既存施策の弾力的運用」に向けて 
《施策例》 

○各地域におけるコミュニティ・プラットフォーム形成のためのグランドデザインにつ

いて、関連省庁、自治体、地域に根ざすＮＰＯ等の活動団体、企業、大学、個人…等々

が「対等の立場」として共に考え合うような場を持つ 

【施策の方向性４：機会を拡大する（広く周知する）】～「運営主体の形成」、「既存活動の

連携・開放」、「資源の効果的活用」、「既存施策の弾力的運用」に向けて 
《施策例》 

○ＮＰＯへのインターンシップや「体験会」の実施 

○ＮＰＯマネジメント能力向上のための講習会受講料への助成 

○多世代交流の一環としての高校生のひとり暮らし老人訪問活動のシステム化 

○高齢者による地域の歴史の語り部・文化の若年層への伝承を、生涯学習プログラムや

小中学校の「総合的な学習の時間」などの機会を活用して実施する 

○若年層と高齢者とのメール交換等のための初歩的なＩＴ研修の実施 

○地域のアイデンティティや価値を見出すための、「高齢者の記憶」の保存 
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